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ヒアリ ヒアリは平成 29 年 6 月以降、兵庫県、愛知県、大阪府、東京都の港、福

岡県でも確認されています。 



野外から帰ったら全身をチェック＆体調の変化に注意！ 
マダニに咬まれても痛みや痒みはあまりなく、当初は気づかないことが多いようです。 

森林や草むらなどの野外へ行った日は、入浴時にマダニが付いていないか全身をチェックしまし

ょう。 

皮膚に硬いゴマのような虫が食いついていたら、マダニの可能性があります。 

食いついている頭部が残らないように、できるだけ根っこの部分からはがす 

ようにして取り除きます。うまく取れない場合は、無理にはがさず皮膚科な 

どの病院へいってください。 

その後、潜伏期間の 10 日間ぐらいは体調の変化に注意し、発熱などの異常が 

あればすぐに病院へ行くことが重要です 

服装 
マダニのいそうな場所に行く時は、長袖の服や長ズボン、帽子、軍手などを着用して、できる限

り肌の露出を少なくしましょう。 

また、サンダルなどはやめて、足にフィットしたアウトドアシューズや長靴を履き、ズボンの裾

は靴下や長靴の中に入れます。同様に、シャツの裾や袖口もズボンや軍手の中に入れ、首にタオ

ルを巻いてダニの侵入経路を遮断すれば、より効果的です。 

マダニ
屋外のレジャーやガーデニングなどで注意したいのが「虫さされ」。

厚生労働省が注意を呼びかけているのが、野生の「マダニ」が媒介

するウイルス性の感染症です。マダニから身を守りましょう。 

肉眼でも見える体長1～10ミ

リの「マダニ」 

室内にいるイエダニやツメダニなどとは異なり、マダニは草

むらや森林などに生息しています。体調は 1～10 ミリと大き

く、人や動物に食いついて血液を吸うと 2センチ近くに巨大

化することもあります。食いつくと 3～10 日ほど離れず、皮

膚にはりついて血液を吸い続けます。 

このマダニが媒介する感染症のひとつが、「重症熱性血小板

減少症候群（SFTS）」です。潜伏期間は 10 日前後で、発症す

ると発熱・下痢・嘔吐などの症状のほか、血小板や白血球が

急激に減少して死に至ることもあります。まだ有効な治療薬

やワクチンがなく、重症化した患者に対しても対症療法でし

か対応できていないのが現状です。 

人間だけでなく、犬や、猫

などのペットの体にもダ

ニは食いつきます。 

動物から人間への感染も

あります。


